
至 山梨県

・施設の新設に伴う給水増加量の確保
※72時間対応可能な非常用自家発電施設付き

③ 給水施設

広域的な防災拠点としての
施設機能・体制の評価

必要機能・体制 評価 対応

施
設
（ハ
ー
ド
）

耐震化 ○

無停電化 発電量の増強、72時間対応が必要 ⑤

通信設備 ○

貯水タンク
（給水施設）

貯水量の増強が必要 ③

防災トイレ ○

ヘリポート ○

防災倉庫
防災拠点としての運営資材の備蓄
倉庫が必要

①

進出拠点(警察)
広域物資輸送拠点
（代替拠点）

防災拠点自動車駐車場制度を活用
した活動スペースの確保が必要

②④

雪寒基地
除雪機械の車庫、会議スペース、作
業員の詰所が必要

①

体
制
（ソ
フ
ト
）

ＢＣＰ策定 ○

災害協定 ○

防災訓練 ○

感染症対策 ○

第２駐車場

w

w

富士教育訓練センター
（イベント館）
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第１駐車場
ヘリポート

調整池

富士教育訓練センター

至 富士市

防災道の駅「朝霧高原」における防災機能の強化方策

【災害時】
・警察庁の進出拠点の活動スペース

【平 時】
・移動可能な設備によるスポーツパークなどに
解放を検討

④ 警察庁の進出拠点の活動スペース

・施設の新設に伴う発電量の強化
・72時間対応可能な燃料備蓄量の確保

⑤ 非常用自家発電施設

【災害時】
・広域物資輸送拠点（代替拠点）の活動スペース

【平 時】
・「道の駅」の駐車場

② 広域物資輸送拠点（代替拠点）の活動スペース

【災害時】
・防災倉庫には、運営資材の備蓄機能を確保するほか、職員・作業員の詰所、現地での
対策本部となる会議室を確保

・雪寒基地には、凍結防止剤散布車・グレーダー（計４台）を格納するとともに薬剤庫を設置

【平 時】
・会議室をカフェ・フードコートなどに解放を検討

① 防災倉庫・雪寒基地
道の駅「朝霧高原」
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ヘリポート

情報提供施設
・休憩施設

○南海トラフ巨大地震発生時の広域応援部隊の進出、広域物資の輸送の防災拠点として必要となる、運営資材の備蓄や現地
対策本部として運用が可能な空間を有する防災倉庫、占用的に活用可能な駐車場を整備

○あわせて、手狭で老朽化した施設に分散配置されている除雪機器を集約

資料３


